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１  本マニュアルについて 
１-１ 概要 

このたびは、マネージドイントラネットサービスをご契約いただき、ありがとうございます。 

本マニュアルでは、メールアーカイブサーバのディスク使用量が 100％となり、メール送受信を含め

た各種サービスが正常に提供できない場合の対応手順を説明しております。 

本手順書を通して、お客さまにて問題解決の手順を示します。 

作業実施後、お客さまにて復旧が困難であれば、DigitalGate ヘルプデスクにご連絡をいただけれ

ばと存じます。 

 

 

１-２ 「メールアーカイブ運用マニュアル」について 

本マニュアルで対応を行うにあたり、『メールアーカイブ運用マニュアル』が必要となります。 

下記 URL からメールアーカイブのページへ移動し、マニュアルのダウンロードをお願いいたします。 

http://www.bit-drive.ne.jp/support/index.html 
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２  メールアーカイブのディスクについて 
 

メールアーカイブサービスは、メールを自動的にアーカイブするといったサービスの特性上、ディスク

容量を適切に管理する必要がございます。 

もし、適切な管理を実施しない場合、ディスク容量が 100%（ディスクフル）になり、メールサービスが

停止する恐れがございます。本項目で改めて、メールアーカイブサーバのディスク領域と注意点につ

いてご確認お願いいたします。 

 

２-１ メールアーカイブサーバのディスク領域について 

メールアーカイブサーバはディスク容量をいくつかの用途にわけて使用しています。 

以下に各領域について、ご説明いたします。 

 

 各ディスク領域の説明 

上記の各領域に対して説明をいたします。 

 

 OS やログの領域 

メールアーカイブサービスを格納する OS やログの領域です。メールアーカイブサービス

のアプリケーションは、OS のログ以外に、独自にメールアーカイブ用のアプリケーション

ログを作成します。そのため、メールアーカイブサービス自身のログも本領域に含まれま

す。
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 保存・保留メール 

メールアーカイブサーバ上では、保存・保留メールする領域を持ちます。通常、送受信さ

れるメールのデータは、本領域に保存されます。 

もし、意図しないメールを大量に受信した場合は、それらメールは本領域に格納されます。 

保存メールの保存日数はお客さまにて設定する事が可能です。(詳細は、メールアーカイ

ブ運用マニュアルをご参照ください。) また、保留メールはお客さまが作成したルールに

より、メールが保留されます。 

 

 レポート 

メールの統計情報であるレポート機能を格納する領域です。通常であれば、保存・保留メ

ールの領域と比較して、使用容量が少ない領域です。 

 

 保存・保留メール バックアップファイル 

保存・保留メールの保存領域から、指定された日数分のバックアップファイルを作成しま

す。バックアップファイルは、zip 形式で保存されます。バックアップファイルは、通常の保

存・保留メールの領域とは別の領域に作成されます。 

 

 レポート バックアップファイル 

レポートの保存領域から、指定された日数分のバックアップファイルを作成します。バック

アップファイルは zip 形式で保存されます。バックアップファイルは、通常のレポートの領

域とは別の領域に作成されます。 
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２-２ ディスク容量についての注意点 

 
メールアーカイブサービスは、お客さまが送受信したすべてのメールに対して、送受信制御（フィルタ

リング）・複製保存（アーカイブ）し、それらを検索・閲覧等一括管理することができます。 

メールアーカイブサービスの目的は、複製保存(アーカイブ)であるため、アーカイブされたバックアッ

プファイルはシステムにて自動で削除しない仕様となっております。 

そのため、お客さまにてバックアップファイルのダウンロードやメール保存日数の調整等の作業が必

要となります。 

 

 ディスク容量 

OS 本体やログの領域として、約 3GB を使用しますので、実際に使用できる容量はご契約容量か

ら約 3GB を差し引いた容量となります。日々作成されるバックアップファイルは、お客さまのご使

用可能な領域に含まれます。バックアップファイルはダウンロードをしない限り、サーバ上に蓄積さ

れ続けますので注意が必要です。 

 

もしメールアーカイブ上にデータが蓄積され、ディスク使用量が 100%となった場合、全てのメール

サービスが停止します。そのため、お客さまにてディスク使用量を意識した運用をする必要があり

ます 

 

 保存メールの日数 

保存メールの日数により、メールアーカイブの管理画面上で確認できるメールの日数が変わりま

す。保存日数が 180 日であった場合、保存メール一覧で確認できる日数は過去 180 日分となりま

す。日数が多いほど確認できる日数が多いため、利便性は高いです。しかし、日数が多いとその

分メールアーカイブサーバのディスク使用量も多くなります。1 日のメール送受信流量が 100MB と

仮定し、120 日経過した場合、100MB×120 日=12GB となります。メール保存日数を 120 日以上

で設定し、120 日以上経過した場合、ディスク容量が 100%となり、メールサービスが停止する危

険性があります。 

ディスク容量が 100%になる事を未然に防ぐためにも、日々のメール送受信流量を確認のうえ 

保存メールの日数を調整する必要があります。 

 

 バックアップ 

メールアーカイブサーバは、zip 形式にてバックアップファイルをサーバ上に保存します。 

保存されたバックアップファイルは、お客さまにて削除しないかぎり、サーバ上に制限なく保存され

ます。バックアップファイルが保存され続けた場合、使用量が増加し、ディスク容量が 100%となる

危険性があります。 

ディスク容量が 100%になる事を未然に防ぐためにも、お客さまの操作にて、バックアップファイル

のダウンロード及び削除を実施する必要があります。 
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３  容量増加の原因調査 
 

ディスクフルになる多くのケースでは、メールが大量に送信された場合などの、お客さまの意図しな

いメールに関するやり取りが、実施された場合に発生する可能性が高いです。 

ディスクフルになる原因を、容量の増加傾向やログから判断する事ができます。 

ディスクフルの原因は、以下の順序で調査を実施します。 

 

(1) 容量の増加原因の調査 

(2) 原因の解決 

(3) 容量の削除 

(4) サービスの復旧 

 

容量増加原因を解決せずに、容量の削除を行った場合、容量増加原因が解決していないため、再

びディスク容量が再び 100%になる可能性があります。 

そのため、容量の増加原因を確実に解決する必要があります。 

 

以下の説明は、「メールアーカイブ運用マニュアル」と並行してご参照ください。 
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３-１ 容量の増加原因の調査 

[１]  全体管理者でログインします。 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 3-3 「全体管理者の設定」をご参照ください。 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 4 「管理画面について」をご参照ください。 

 

保存・保留メールの一覧を見るために、全体管理者でログインします。 

 

[２]  保留・保存メール一覧を検索します。 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 5-3 「保留メール」～5-6「保留メール閲覧」をご参

照ください。 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 5-9 「保存メール一覧」～5-10「保存メール閲覧」

をご参照ください。 

 

保留メールや保存メールの一覧をご参照頂き、メールアーカイブ自身に保存されているメールを確

認します。お客さまの意図したメールが、正しく保留・保存されているかを確認します。 

意図しないメールが、保留・保存されているのであれば、それらメールの送信元アドレスや宛先アド

レスを確認します。 

 

[３]  システム管理者でログインします。 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 3-4「システム管理者の作成・設定」 をご参照くだ

さい。 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 4「管理画面について」 をご参照ください。 

 

ディスク容量の傾向と各種ログを見るために、システム管理者でログインします。 

 



 
  

 

bit-drive 運用マニュアル 
メールアーカイブ ディスク容量圧迫時の対応手順

9/16 2011/4/21 Version 1.0 

[４]  保存・保留メール全体の容量推移を確認します。 

ドライブ情報詳細をクリックします 

 

 

[５]  保存・保留メール 

保存・保留メール以外に各種ログ等の項目がありますが、最もディスク容量を使用する可能性が高

いのは、保存・保留メールとなります。そのため、該当の項目の容量の傾向を把握します。10日間の

推移を見て、容量が突然増えたなどの、容量に動きがあった日時を把握します。 
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[６]  メールログを確認します 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 11-4「SMTP アクセスログ」をご参照ください。 

 

SMTP アクセスログを確認します。特に注意すべきは、以下の点です。 

 

 日時 

日時は注意が必要です。継続して発生しているのかを判断する情報源となります。 

 送信元 IP アドレス 

社内にある特定の PC 端末が大量に送信している場合などには、どの端末が送信してい

るのかを把握する事ができます。社内の PC 端末だけではなく、社外の PC 端末に IP ア

ドレスを参照する事も可能です。 

 送信者のアドレス 

同一端末が送信している場合、送信者アドレスは全てのメールで共通する傾向にありま

す。 

 宛先アドレス 

同一端末が送信している場合、宛先アドレスは全てのメールで共通する傾向にありま

す。 

 メールのサイズ 

メールの容量はバイト表示です。この数字が大きければ大きいほど、メールの容量も大

きくなります。一メールあたりの容量も注意が必要となります。 
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[７]  システムログを確認します 

保存・保留メールのバックアップファイルは、デフォルトで毎日 4 時に前日分のデータをバックアップ

する設定になっております。保存・保留メールのバックアップファイルは、前日分のデータを zip に圧

縮して、新規に作成します。そのため前日分のメール流量が多い場合、バックアップファイル作成後、

サーバ全体の容量が急増する可能性があります。 

 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 11-3「システムログ」をご参照ください。 

 

 

 

上記のログは、保存メールとレポートのバックアップの開始と終了を知らせるログです。バックアップ

終了の時間に、ディスク容量が増加している可能性があります。 

 

[８]  情報のまとめ 

ディスク容量の傾向、メールログやシステムログを総合的に見て、どこに容量増加の原因 

があるかを判断します。 

様々な要因が考える事ができますが、集約した情報をトータル的に判断して、原因を特定します。 

15/Mar/2011:04:00:03 [26467] INFO_e006 保存メール バックアップを開始しました。   

15/Mar/2011:04:00:03 [26467] INFO_e007 保存メール バックアップを終了しました。   

15/Mar/2011:04:00:05 [26403] INFO_c600 レポート バックアップを開始しました。   

15/Mar/2011:04:00:05 [26403] INFO_c601 レポート バックアップを終了しました。 
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３-２ 根本原因の解決 

ディスク容量を増加させている原因が、社内の PC 端末からのメール送信が原因であるといった、社

内で解決できる問題であれば、お客さまにて対象の問題を解決します。 

原因は多岐にわたります。収集した情報だけでは、原因不明となる障害も多くあります。 

総合的に見て、もし原因がわからないのであれば、DigitalGate ヘルプデスクまでご連絡頂ければ調

査を実施いたします。 

 

 

３-３ 容量の確保 

ディスク容量増加の原因を解決後、ディスク容量の確保を行います。 

お客さまの操作で容量を即座に減らす方法としては、バックアップファイルの取得及び削除のみとな

ります。 

 

 

[１]  バックアップファイルの取得と削除 

 「メールアーカイブ運用マニュアル」の 9-4「FTP の設定(バックアップとリストアの事前準

備)」～9-6「バックアップファイルの取得手順」 をご参照ください。 

 

上記の手順を参照して頂いて、容量の確保を行います。もし、バックアップファイルが存在しないや 

手順を実施しても、期待している容量が確保できないといった事があれば、DigitalGate ヘルプデス

クにご相談頂ければと思います。 

 

 

※容量が確保できない且つ緊急でメールアーカイブを復旧する場合は、DigitalGate ヘルプデスク

までご連絡頂ければと思います。 
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３-４ サービスの復旧 

ディスクフル時は、メールアーカイブの各プロセスが異常な状態になっている可能性がございます。 

その場合、ディスク領域を確保後に、復旧します。以下に、プロセス再起動の手順をしまします。 

 

[１]  マネージメントツールからメールアーカイブのプロセス画面にいきます 

 

 

[２]  動作変更ボタンをクリックします 

 
 

 



 
  

 

bit-drive 運用マニュアル 
メールアーカイブ ディスク容量圧迫時の対応手順

14/16 2011/4/21 Version 1.0 

[３]  各プロセスを再起動します 

Archive サーバのプロセスと FTP サーバのプロセスの両方を再起動します。 

 

 

 

[４]  Archive サーバの再起動完了のメッセージ 
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[５]  FTP サーバの再起動完了のメッセージ 
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４  解決できない場合 
各種ログや対応を実施頂いて、解決できない場合は、DigitalGate ヘルプデスクまでご連絡頂けれ

ばと存じます。その場合、切り分けした各種情報や実施した対応をお伝え頂ければ、早期に解決す

る場合がございます。 

ヘルプデスクは頂いた情報を元に、解決までをご対応いたします。 

 

 

 


